
■平田ロータリークラブ 事務局 
〒691-0001 島根県出雲市平田町 2280-1 平田商工会議所 2F 

TEL : 0853-63-3232 / FAX : 63-5365  

URL : http://hirata-rotary.jp/  Mail : office@hirata-rotary.jp 

 

9：00 ～ 17：00 （土・日曜・祝日 休局）

平田ロータリークラブ 週報 ～ No. 2157 （令和 元年 9 月 26 日） 

 

 

 

 

2019-2020 年度 

国際ロータリー会長／ マーク・ダニエル・マローニー   会長／ 持田 稔樹  副会長／ 釜屋 治男 

２６９０地区ガバナー／ 古瀨 倶之          幹事／ 杉原 朋之   会 計／ 板垣 文江 

 
■■■ 例会プログラム ■■■   

例 会 日 卓 話 者 演 題 

9 月 26 日 
平田行政センター 所長 

  山根 秀 様 

平田行政センターと 

平田コミセンの複合施設 

建設計画について 

10 月 3 日 ガバナー補佐  佐々木 哲也 様  

10 月 10 日 会員  土江 光二 会員スピーチ 

■■■ 出席報告 ■■■   

会員数 出席者数 欠席者数 出席率 

42 30 12 (6) 83.33 % 

■■■ 欠席者 ■■■   

清原／石原俊／黒田／原孝／飯塚俊／園山 

（山根／牧野／遠藤／河原／高砂／伊藤） 

■■■ 来訪者 ■■■   

9/19 浅津(出雲南) 中澤(松江南) 中田・溝本・堀江(松江しんじ湖) 

■■■ メークアップ ■■■   

9/8 小汀(地区米山委員長研修会)  

9/24 佐々木・清原(出雲)  9/25 大島卓・田中(大社) 
*********************************************************** 

■■■ 次回例会受付当番 ■■■   

（10 月 3 日）  大島淳司／遠藤 栄／河原治子 

（10 月 10 日）  福田磨寿穂／原 伸雄／原 孝士 

■■■ 近隣クラブ例会情報 （メークアップを考えましょう） ■■■  

月 出雲中央  9/30  10/21   松江南  10/21   

火 出雲  10/22(－)  11/19 松江しんじ湖 10/15 10/29 

水 大社 10/23  10/30  10/2・16 (－) 松江  10/23 

木 (－) ； ビジター受付 なし 松江東  9/26・10/24(－) 

金 出雲南  9/27(－)  

 

■■■ 会長挨拶 ■■■   

ちょっと涼しくなりましたが…、 

「家の作りようは夏をもって旨とすべし」という言葉があります。 

吉田兼好（兼好法師）が記した「徒然草」第55 段に出てくるものです。 

しかし、それは家に何を求めたのか、「涼しさ」「風通し」「日陰」「食べ物の日

持ち」？ 

徒然草が書かれた「鎌倉時代末期」には冷蔵庫など無く、食べ物が腐りやす

かったと思います。 

日本の住宅で、そもそも「家の断熱」が考えられたのは、「バブル景気」中頃か

らです。 

住宅金融公庫でお金を借りて新築する者は、その「工事共通仕様」に従う必

要がありました。 

その中で、北海道は「断熱材のグラスウールを 30 ㎝充填せよ」とありました。 

天井には空間があるので30㎝は楽々入りますが、壁は柱が10㎝しか無いの

でそれが入りません。 

その為部屋を20㎝狭くしたり、外に付加したりと試行錯誤したすえに、施工不

良になりました。 

残念なことに壁の中は見えません。壁面を貫通した水蒸気が壁の中で氷り、

春になってから溶け出し、人の目には見えない所で時間をかけて、家の木材

が腐れ始めました。 

10 年経たころに、家が傾きはじめ、その現象が発覚しました。 

しかし、その現象は北海道などの-20℃以下になる地域で、島根などは大事

に至りませんでした。 

その後、新潟などでさらに開発が進み、全国基準が定まってきました。 

それが「次世代省エネ基準」と言われるものです。家の歴史からすれば経った

20 年前の事です。 

しかし、面白いことには、夏をもって旨とすべしの住まいを考えると、時代が巡り

巡って軒の長い田舎の住まいになってきました。 

結局、山陰のような軒が長く、築地松のような樹木が北西にある家が良かった

のです。 

結論は、「家の作りようは夏をもって旨とすべし」は、いまでも通用する言葉と

なりました。 

 

 

■■■ 幹事報告 ■■■   

１．会費の引落     10/4  57,000 円 （10・11・12 月分） 

２．地区大会登録料の引落(全員登録)     12,000 円 

３．地区大会出席の皆様 

    現時点で変更のある方は事務局まで。 

４．５クラブ会長幹事会開催について(ホスト出雲南RC) 

   10/8(火) 18：30～  華満出雲駅前店 

   当クラブ 会長・幹事・G 補佐・グループ幹事出席いたします。 

５．出雲全日本大学選抜駅伝競走組織委員会会長 出雲市長長岡秀人

様より「第３１回出雲全日本大学選抜駅伝競走」のＰＲ用品をいただきま

した。数に限りがありますのでご希望の方、受付のテーブルよりお持ち帰り

下さい。 

６．るんびにぃ苑より「るんびにぃ」新聞第85 号を頂きました 

 

クラブ細則第5 条第1 節により 10/31（木）年次総会を開催致します。 

よって第3 条第1 節により次年度役員、副会長（次々年度会長）、直前

会長9名の理事の立候補、推薦のある方は本日より7日間 受付致しま

すので、文書をもってお申し出下さい。 

 

 

■■■ 委員会報告 ■■■   

プログラム委員会 ： 10 月の例会プログラム予定表配布 

 

 



■■■ スマイル ■■■   

持田稔 （9/22 日曜日、ミュージカル「あいと地球と競売人」を見に美保関に 

行きました。原豊先生も出演者も生き生きと舞台をこなしておられ、

感動しました。 そしてスウェーデンの環境活動家グレタ・トゥンベリさん

にも見てもらいたいものだとも思いました。） 

杉原 （山根様、本日のスピーチよろしくお願いします。） 

佐々木 （出雲市役所平田行政センター 山根所長、例会へようこそ。 

スピーチよろしくお願いします。） 

恒松 （21～２３日美保関七類にあるメディオプラザで「あいと地球と競人」の 

ミュージカル公演を観覧しました。） 

大谷厚 （平田行政センター 山根所長様、ようこそおいでいただきました。） 

内田 （山根センター長様、本日はご講演誠にありがとうございます。） 

釜屋 （山根 秀センター長様、スピーチよろしくお願いします。） 

大谷良（山根様、いつもお世話になっております。ようこそいらっしゃいました。） 

 

■■■ スピーチ・例会行事 ■■■ 

「平田行政センターと平田コミセンの複合施設建設計画について」 

          平田行政センター 所長  山根  秀 様 

 

 

 

 

 

① 本館 昭和 29 年 12 月完成 

② 中庁舎 昭和 34 年 6 月完成 

③ 南庁舎 昭和 34 年 6 月完成 

④ 第一分庁舎 平成元年 9 月完成 

⑤ 第二分庁舎 昭和 50 年 12 月完成 

⑥ 平田コミュミティセンター 昭和45年2月 老人福祉センターとして完
成   平成 6 年 10 月 平田コミセンとして現在に至る 

 

（1）「平田コミュニティセンターの早期建設に関する陳情」 

平田コミュニティセンター建設期成同盟会（平成 21 年 11 月 17 日） 

（2）「東部都市拠点の活性化に繋がる複合施設の建設についての請願」 

   平田地域自治協会連合会（平成 27 年 2 月 9 日） 

（3）「要望書」 

   平田商工会議所、平田地域自治協会連合会（平成 30 年 11 月
19 日）  平田地域中心部に「平田支所」「平田コミュニティセンタ
ー」「健康増進・防災施設」の一体的整備を求める 

 

平田庁舎の場合（老朽化が進み、耐震性も低い。継続使用は不可） 

・本館は継続使用不可 

・近隣に適当な施設がない 

・建て替え  平田コミュニティセンターとの合築 

※老朽化した庁舎については、施設に関する経費節減の観点から、コミ
ュニティセンターとの併設は、有力な選択肢 

※支所機能のあり方検討の発端は、庁舎老朽化に対する建設に向けて、
支所業務そのものの整理などを図っていくことにある 

 

平田行政センターへ庁舎などの整備検討案 

平田コミュニティセンターとの複合施設として庁舎機能を整備し、施設の
相互利用による効率的な機能発揮を目指す方向で準備を進める 

① 平田行政センター庁舎については、上記の「修善等により現庁舎を
利用」及び「修善等がこんなな場合は、近隣の市の既存施設等へ
移転」による対応が困難なことから、狭隘化や老朽化が特に著しく
建て替えがまたれる平田コミュニティセンターとの複合施設として庁舎
機能を整備する。なお、エントランスや会議室、トイレなどについては
施設の相互利用かかのとなるような効率的な整備に努める。 

② 建設場所については、現平田庁舎敷地内とする 

③ 合築により会議室などの施設を共有することになるが、避難場所とし
ての防災機能や廃止となった勤労青少年ホームが有していた集会
機能などを保管するための一定のスペースを有する多目的棟の整備
を検討する 

 

施設概要（案）【議会全員協議会報告：平成 31 年 3 月 20 日】 

 

平田行政センター     約 650 ㎡      約 243 百万円 

平田コミュニティセンター  約 850 ㎡      約 317 百万円 

設計・監理等                    約 38 百万円 

   計                       約 600 百万円 

 

多目的棟（防災・集会機能）  約 500 ㎡  約 200 百万円 

外構工事（一式）                 約 20 百万円 

 

概ね 5 年以内に（令和 5 年度まで）に整備・移転を予定 


